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M型矮星, 中でも晩期M型星は質量が小さく，低温のため，ハビタブル領域に存在する地球型惑星を含む低質
量惑星を検出するために有用である．一方，晩期M型星は可視光よりも赤外線で明るいため，その視線速度観
測には，従来利用されてきた可視光よりも，赤外線での観測が鍵になる．そこで，我々は晩期M型星のハビタ
ブル領域に存在する地球型惑星を視線速度法を用いて検出するための赤外線視線速度測定装置 InfraRed Doppler
(IRD)の開発を進めてきた (例: 2016年春季年会, V216a参照)．IRDの開発は現在最終段階に達しており，すば
る望遠鏡でファーストライトを 2017年に行なうことが期待されている．
上記の目標達成には，1 m/s に迫る視線速度精度の達成が重要になる．そのためには，まずは検出器の雑音を

低減し，さらに視線速度変動の高い安定性を得るために光学機器の温度を安定に保つことが必須になる．IRDで
は，低雑音の赤外線検出器であるTeledyne社のHAWAII-2RGを採用し，高い温度安定性を得るためにヒーター
を用いた温度制御を行なう．我々はハワイ大学の IfAで IRDを冷却し，その性能評価を行なうためのデータ取得
を行なってきた．それにより，検出器のダーク，読み出し雑音やGainなどを評価している．さらに，レーザー周
波数コムを, シングルモードファイバーとマルチモードファイバーを通して IRDに導入し，それを参照光源とし
て視線速度の安定性を評価している．本講演では，それらの性能評価の結果について報告する．


